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第
１
節
　
今
、
ヨ
コ
ハ
マ
は

世
界
都
市
ト
ー
キ
ョ
ー
の
出
現

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
に
並
ぶ
世
界
都
市
と
し
て

東
京
は
今
、

日
本
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
．
情
報
を
の
み
こ
も
う
と
し
て
い
る

増
大
す
る
東
京
圏
人
口

　
昭
和
3
0
年
代
中
頃
か
ら
第
１
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
ま

で
の
、
い
わ
ゆ
る
高
度
経
済
成
長
期
は
、
大
規
模
な
人

口
移
動
が
行
わ
れ
た
時
期
に
も
あ
た
り
、
三
大
都
市
圏

に
若
い
世
代
を
中
心
に
大
量
の
人
び
と
が
流
入
し
た
。

　
し
か
し
、
5
0
年
代
に
入
り
、
高
度
成
長
の
終
焉
と
と

も
に
人
口
の
大
都
市
集
中
も
、
徐
々
に
鎮
静
化
し
て
い

っ
た
。
東
京
圏
（
埼
玉
・
千
葉
・
東
京
・
神
奈
川
）
の
人
口

増
加
率
は
、
4
5
年
か
ら
5
0
年
に
か
け
て
1
2
・
１
％
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
5
0
年
か
ら
5
5
年
に
か
け
て
半
減
し
、

東
京
だ
け
で
み
れ
ば
、
人
口
純
減
と
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
5
0
年
代
後
半
か
ら
再
び
東
京
圏
へ
の
人

口
流
入
が
始
ま
り
、
5
5
～
6
0
年
に
５
・
５
％
増
、
総
人

口
の
伸
び
３
・
４
％
を
大
き
く
土
回
っ
た
。
近
畿
、
中

部
圏
の
増
加
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
２
・
９
％
、
３
・
５
％

で
、
東
京
圏
へ
の
人
口
の
集
中
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

巫
示
の
外
延
化

　
東
京
圏
の
人
口
増
加
を
距
離
別
に
み
る
と
、
3
0
年
代

後
半
に
は
2
0
～
3
0
㎞
帯
で
の
増
加
が
い
ち
じ
る
し
く
、

4
0
年
代
に
は
3
0
～
4
0
㎞
帯
、
5
0
年
以
降
は
4
0
～
５
０
㎞
帯

へ
と
人
口
増
加
が
外
延
部
へ
と
移
っ
て
い
る
。
こ
の
間

一
貫
し
て
０
～
1
0
㎞
帯
は
減
少
し
続
け
て
き
た
が
、
5
5

年
～
６
０
年
に
人
口
減
少
率
が
小
さ
く
な
り
ド
ー
ナ
ツ
化

現
象
の
進
行
は
鈍
っ
て
い
る
も
の
の
、
東
京
は
確
実
に

外
へ
向
か
っ
て
肥
大
化
し
て
い
る
。

東
京
へ
集
中
す
る
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
情
報

　
二
度
に
わ
た
る
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
は
日
本
経
済
の
競

争
力
を
飛
躍
的
に
高
め
、
日
本
は
今
や
、
世
界
の
Ｇ
Ｎ

Ｐ
の
１
割
を
占
め
る
大
国
と
な
っ
た
。
企
業
の
経
営
戦

略
は
世
界
的
視
野
の
も
と
で
構
築
さ
れ
、
世
界
一
の

債
権
国
と
し
て
円
は
国
際
的
通
貨
の
地
位
を
ゆ
る
ぎ
な

い
も
の
に
し
た
。
ま
た
経
済
・
社
会
の
ソ
ラ
ト
化
が
進

み
、
情
報
の
技
術
革
新
と
相
ま
っ
て
経
営
資
源
と
し
て

の
情
報
の
価
値
を
飛
躍
的
に
高
め
た
。
こ
う
し
た
国
際

化
・
情
報
化
の
波
は
、
日
本
の
経
済
や
社
会
構
造
の
転

換
を
余
儀
な
く
さ
せ
、
国
土
面
積
の
わ
ず
か
０
・
1
6
％

の
東
京
ヘ
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
情
報
が
集
中
す
る
、

世
界
に
も
例
を
み
な
い
高
密
度
な
都
市
を
出
現
さ
せ
た
。

東
京
の
も
つ
悩
み

　
業
務
や
人
口
の
急
激
な
集
中
は
、
国
内
の
カ
ネ
余
り

現
象
と
相
ま
っ
て
未
曾
有
の
地
価
高
騰
を
ま
ね
い
た
。

6
1
～
6
2
年
の
東
京
都
心
の
地
価
は
ほ
ぼ
倍
増
し
、
居
住

【
第
一
の
開
港
】

　
安
政
６
年
（
1
8
5
9
年
）
６
月
２

日
、
横
浜
開
港
と
と
も
に
、
わ
が
国

は
長
い
間
続
け
て
き
た
鎖
国
政
策
か

ら
別
れ
を
つ
げ
、
近
代
化
の
第
１
歩

を
ふ
み
出
し
た
。
開
港
後
、
横
浜
は
、

生
糸
、
茶
貿
易
を
中
心
に
輸
出
港
と

し
て
大
き
く
飛
躍
し
、
全
国
各
地
か

ら
商
人
が
集
ま
っ
て
き
た
。
明
治
以

降
、
金
融
機
関
も
整
備
さ
れ
る
な
か

で
、
外
国
商
人
の
手
か
ら
横
浜
商
人

の
手
に
実
権
が
移
っ
て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
た
外
国
貿
易
、
外
国
人
を

と
お
し
て
、
洋
風
建
築
、
か
ね
の
橋
、

鉄
道
、
近
代
水
道
、
近
代
病
院
の
ほ

か
、
市
民
の
暮
ら
し
の
面
で
も
、
日

刊
新
聞
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
、
牛
乳
業
な
ど
、
西
洋
の

文
明
文
化
が
、
横
浜
を
と
お
し
て
全

国
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
第
―
の
開

港
で
あ
る
。

御開港横浜之全図(慶応元年1865年)開港資料館所蔵

嘉
永
６
年
　
ペ
リ
ー
浦
賀
来

　
　
　
　
　
航

安
政
元
年
横
浜
で
日
米
和

　
　
　
　
　
親
条
約

安
政
５
年
　
日
米
修
好
通
商

　
　
　
　
　
条
約

安
政
６
年
　
６
月
２
日
横
浜

　
　
　
　
　
開
港

文
久
２
年
　
生
麦
事
件
、
生

　
　
　
　
　
糸
貿
易
の
拡
大

慶
応
元
年
横
浜
製
鉄
所
、

　
　
　
　
　
根
岸
に
外
人
遊

　
　
　
　
　
歩
新
道

慶
応
２
年
　
関
内
地
区
の
骨

　
　
　
　
　
格
定
ま
る
（
第

　
　
　
　
　
３
回
地
所
規
則
）

明
治
元
年
　
明
治
維
新
、
横

　
　
　
　
　
浜
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の
人
口
２

　
　
　
　
　
万
8
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8
9
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明
治
４
年
　
横
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毎
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新
聞

　
　
　
　
　
創
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明
治
５
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橋
ト
横
浜
間

　
　
　
　
　
鉄
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開
通
、
ガ

　
　
　
　
　
ス
灯
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火
、
ビ

　
　
　
　
　
１
ル
製
造
開
始

　
　
　
　
　
ゲ
ー
テ
座
開
く

明
治
１
２
年
　
横
浜
正
金
銀
行

　
　
　
　
　
の
設
立

明
治
1
4
年
　
横
浜
生
糸
荷
預

　
　
　
　
　
所
開
業

明
治
2
0
年
　
我
が
国
初
の
近

　
　
　
　
　
代
水
道
完
成

【
ヨ
コ
ハ
マ
一
〇
〇
年
の
足
跡
】



Yokohama

■東京圏への人口集中

■東京に集中する国際機能

機
能
は
う
し
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
都
心
３
区
の

夜
間
人
口
3
2
万
に
対
し
昼
間
人
口
２
５
２
万
と
い
う
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
は
、
地
域
社
会
を
崩
壊
の
危
機
に
さ
ら
し

て
い
る
。
さ
ら
に
水
、
電
力
な
ど
の
都
市
工
不
ル
ギ
ー
、

地
震
な
ど
に
対
す
る
都
市
防
災
の
限
界
的
状
況
は
、
世

界
都
市
東
京
へ
の
一
極
集
中
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

※
ひ
と
く
ち
メ
モ

①
5
5
年
以
降
の
東
京
圏
の
人
口

2
5
～
3
4
歳
の
東
京
圏
外
へ
の
流
出
人
口
が
半
減
。
（
5
0
～

5
5
年
△
3
2
万
7
0
0
0
人
、
5
5
～
6
0
年
△
1
7
万
4
0
0

0
人
）

■人口増減率・企業本社の東京集積

よ
こ
は
ま
市
民
生
活
白
書
ぷ
○
【
第
４
章
】
ヨ
・
コ
・
ハ
・
マ

【
市
の
誕
生
と
重
工
業
都
市
へ

の
変
貌
】

　
開
港
時
、
わ
ず
か
Ｉ
０
－
戸
の
寒

村
か
ら
約
3
0
年
を
へ
て
、
戸
数
２
万

5
8
4
9
戸
、
人
口
目
万
6
1
9
3

人
、
明
治
２
２
年
４
月
1
日
、
市
制
施

行
に
よ
り
、
横
浜
市
は
誕
生
し
た
。

　
明
治
2
0
年
代
は
、
繊
維
工
業
な
ど

の
発
展
に
よ
り
軽
工
業
の
確
立
を
み
、

明
治
3
9
年
に
は
生
糸
輸
出
で
初
め
て

｜
億
円
を
突
破
し
た
。

　
明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
京

浜
臨
海
部
を
中
心
に
、
鉄
鋼
、
造
船
、

電
気
な
ど
の
重
工
業
部
門
の
工
場
が

相
つ
い
で
立
地
し
、
大
正
３
年
（
１

９
‐
４
年
）
の
第
－
次
世
界
大
戦
は
、

こ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
。
し
か
し
、

大
正
７
年
の
終
戦
と
と
も
に
、
各
地

で
倒
産
が
相
い
つ
ぎ
、
横
浜
に
と
つ

て
も
厳
し
い
五
重
苦
が
ま
ち
う
け
て

い
た
の
で
あ
る
。

横浜船渠会社……横浜商工会議所蔵

明
治
2
2
年
　
市
制
施
行
、
明

　
　
　
　
　
治
憲
法
発
布
、

　
　
　
　
　
東
海
道
線
「
新

　
　
　
　
　
橋
神
戸
」
間
全

明
治
2
7
年
　
日
清
戦
争
、
横

　
　
　
　
　
浜
築
港
桟
橋
完

　
　
　
　
　
成

明
治
2
9
年
　
横
浜
港
修
築
第

　
　
　
　
　
１
期
工
事
完
成

　
　
　
　
　
｜
日
本
で
初
め

　
　
　
　
　
て
の
近
代
的
港

　
　
　
　
　
湾

明
治
3
4
年
　
第
１
次
市
域
拡

　
　
　
　
　
張
（
面
積
2
4
・

　
　
　
　
　
８
㎞
　
人
口
約

　
　
　
　
　
3
0
万
人
）

明
治
3
7
年
　
日
露
戦
争
、
横

　
　
　
　
　
浜
電
気
鉄
道
、

　
　
　
　
　
「
神
奈
川
-
大
江

　
　
　
　
　
橋
」
間
開
通
（
後

　
　
　
　
　
の
市
電
）

明
治
3
8
年
京
浜
電
気
鉄
道

　
　
　
　
　
「
品
川
～
神
奈

　
　
　
　
　
川
」
間
開
通

明
治
3
9
年
　
三
渓
園
市
民
公

　
　
　
　
　
開

明
治
４
１
年
横
浜
線
「
八
王

　
　
　
　
　
子
～
東
神
奈
川
」

　
　
　
　
　
間
開
通

明
治
4
2
年
　
開
港
5
0
年
記
念

　
　
　
　
　
祭
、
市
紋
章
・

　
　
　
　
　
市
歌
制
定

明
治
4
4
年
第
２
次
市
域
拡

　
　
　
　
　
張
（
面
積
3
6
・

　
　
　
　
　
7
1
㎞
　
人
口
約

　
　
　
　
　
4
4
万
人
）

大
正
３
年
　
第
１
次
世
界
大

　
　
　
　
　
戦
、
横
浜
駅
高

　
　
　
　
　
島
町
に
新
築
、

　
　
　
　
　
磯
子
間
坂
地
先

　
　
　
　
　
埋
立

大
正
７
年
　
米
騒
動

大
正
９
年
　
生
糸
恐
慌

今後さらに進展する国際化は、

ますます東京を肥大化させるこ

とになるたろうか。

３大都市圏の中で東京圏のみが増え続け、

東京圏対地方の図式が確立されつつある。

上場企業の45.7％が東京に本社をおいている。東京が

生み出すビジネスチャンスを狙つて、今後も増え続け

るのだろうか。

ドーナツ化現象は鈍つているものの

東京は外へ外へと肥大化している。
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